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令和６（202４）年９月１１日



ド ロ ー ン の 活 用 に 関 す る 連 携 協 定 書

青 梅 市（ 以 下「 甲 」と い う 。）と 株 式 会 社 酒 井 組（ 以 下「 乙 」と い

う 。）は 、ド ロ ー ン の 活 用 に よ り 甲 の 災 害 対 応 力 の 強 化 と 地 域 振 興 を

図 る た め 、 相 互 に 連 携 す る も の と し 、 次 の と お り 協 定 を 締 結 す る 。

（ 目 的 ）

第 １ 条 こ の 協 定 は 、 甲 お よ び 乙 が 相 互 に 連 携 す る こ と に よ り 、 ド

ロ ー ン に よ る 災 害 時 の 活 用 や 新 た な 取 組 を 進 め 、甲 の 災 害 対 応 力

の 強 化 と 地 域 振 興 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

（ 連 携 事 項 ）

第 ２ 条 甲 お よ び 乙 は 、 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 に 掲 げ る 事

項 に つ い て 連 携 す る も の と す る 。

(1 ) 防 災 ・ 災 害 対 策 に 関 す る 事 項

(2 ) ド ロ ー ン 教 育 に 関 す る 事 項

(3 ) 地 域 振 興 に 関 す る 事 項

(4 ) 前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項

２ 前 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 具 体 的 な 連 携 の 内 容 に つ い て

は 、 そ の 都 度 甲 お よ び 乙 が 協 議 し て 定 め る も の と す る 。

（ 協 定 内 容 の 変 更 ）

第 ３ 条 甲 お よ び 乙 の い ず れ か が 、こ の 協 定 の 内 容 の 変 更 を 申 し 出

た と き は 、 甲 乙 協 議 の 上 、 必 要 な 変 更 を 行 う こ と が で き る も の と

す る 。

（ 有 効 期 間 ）

第 ４ 条 こ の 協 定 の 有 効 期 間 は 、こ の 協 定 の 締 結 の 日 か ら 令 和 ７ 年

３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。 た だ し 、 期 間 満 了 日 の １ か 月 前 ま で に 、

甲 ま た は 乙 が 書 面 に よ り 特 段 の 申 出 を 行 わ な い と き は 、有 効 期 間

が 満 了 す る 日 の 翌 日 か ら １ 年 間 同 一 の 内 容 で 更 新 さ れ る も の と

し 、 そ の 後 も 同 様 と す る 。

（ 反 社 会 的 勢 力 へ の 対 応 に 関 す る 特 則 ）

第 ５ 条 甲 お よ び 乙 は 、 反 社 会 的 勢 力 （ 暴 力 、 威 力 と 詐 欺 的 手 法 を

駆 使 し て 経 済 的 利 益 を 追 求 す る 集 団 ま た は 個 人 な ど を 含 む 。） と



関 係 を 持 た な い こ と を 約 す る 。

２ 甲 お よ び 乙 は 、 相 手 方 に 対 し て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 行 為 を 行 っ て は な ら な い 。

(1 ) 脅 迫 的 、 暴 力 的 ま た は 法 的 な 責 任 を 超 え た 要 求

(2 ) 風 説 を 流 布 し 、 偽 計 を 用 い 、 ま た は 威 力 を 用 い た 信 用 毀 損 ま

た は 業 務 妨 害

(3 ) そ の 他 前 ２ 号 に 掲 げ る 行 為 に 類 似 す る も の

３ 甲 お よ び 乙 は 、相 手 方 が 第 １ 項 の 規 定 に 反 す る と 合 理 的 に 認 め

ら れ る 場 合 ま た は 相 手 方 が 前 項 各 号 の い ず れ か の 行 為 を 行 っ た 場

合 に は 、 当 該 相 手 方 に 対 し て 何 ら 通 知 を す る こ と な く た だ ち に こ

の 協 定 を 解 除 す る こ と が で き る 。

（ 守 秘 義 務 ）

第 ６ 条 甲 お よ び 乙 は 、こ の 協 定 の 遂 行 に よ り 知 り 得 た 秘 密 事 項 を 、

こ の 協 定 の 有 効 期 間 中 お よ び 有 効 期 間 終 了 後 を 問 わ ず 、第 三 者 に

開 示 ま た は 漏 え い を し て は な ら ず 、こ の 協 定 の 遂 行 の た め に の み

使 用 す る も の と し 、 他 の 目 的 に 使 用 し て は な ら な い 。 た だ し 、 事

前 に 書 面 に よ る 承 諾 を 得 た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ そ の 他 ）

第 ７ 条 こ の 協 定 に 定 め の な い 事 項 お よ び こ の 協 定 の 内 容 の 解 釈

に つ き 相 違 の あ る 事 項 に つ い て は 、 甲 乙 間 で 誠 実 に 協 議 の 上 、 こ

れ を 解 決 す る 。



こ の 協 定 の 締 結 を 証 す る た め 、 本 書 ２ 通 を 作 成 し 、 甲 乙 そ れ ぞ れ

署 名 の 上 、 各 自 が そ の １ 通 を 保 有 す る 。

令 和 ６ 年 ９ 月 １ １ 日

甲 青 梅 市

代 表 者 青 梅 市 長 大 勢 待 利 明

乙 東 京 都 青 梅 市 二 俣 尾 ３ 丁 目 ８ ４ ３ 番 地 ６

株 式 会 社 酒 井 組

代 表 取 締 役 須 田 晶 子


